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収益構造リノベーション

市場環境、社内環境の不可逆な変化が各社の収益を常時圧迫するようになっています。
「景気の⾵」が⽌みつつある今が構造的な⾒直しができる最後のチャンスになります。

収益を⽣む実質的な仕組みはモデル化できます。収益モデルを⾃社流に置き換え、適切な打ち⼿を順に
展開し社内外の収益モデルを構成する状況を⽣み出すことが収益構造リノベーションの作業です。

出所：⽇本総研作成

出所：⽇本総研作成

過去の成功モデルとは異なる新たな収益モデルの導⼊
• 同じ顧客・商品を対象としていても各社の収益源は異なるがその本質部分は⾒えにくい。

事業の構成要素を外から⾒えない部分まで分解し、組み⽴て直すことで
「他社が形だけ真似しても利益にならない」構造をつくる。

⽬的

「最初から誰もまねしたがらないようなこと、つまり『⼀⾒して⾮合理な要素』を⼊れた⽅が、持続的な競争優位につながるのではないか。
これが私の考えです。 （⼀橋⼤学 楠⽊建教授）」

１．外部環境の激変
- 規制の変化（コストアップ規制、競合参⼊）
- 外資系企業の参⼊
- 顧客ニーズの変化
- ⼈⼝・企業・ターゲット業態の減少

２．内部環境の激変
- 経営層の交代・世代交代
- ポストM&A
- 従業員の急増、世代交代
- 新規事業の⽴ち上げ
- 働き⽅改⾰による従業員やりくりの難度UP

 新たな顧客にアプローチするか？
 商品・サービスを変更・改良するか？
 製造や物流の⽅法をかえるか？
 拠点・⼦会社や設備を再編するか？
 組織体制を変更するか？
 教育⽅法を変更するか？

個別課題への対応のみに終始すると
⽭盾やトレードオフによる混乱や収益減少が⽣じる。
⼀貫したロジックに基づいて事業の構造を⾒直すべき。

収益モデル

×

展開シナリオ

収益源の⾒直し 待ったなし1

収益構造は「収益モデル」「展開シナリオ」で転換２



Copyright (C) 2019 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.

１カ⽉⽬ ２カ⽉⽬ ３カ⽉⽬ ４カ⽉⽬

・５〜１０年の事業環境変化合意形成
・当社の市場での⽴ち位置、成り⾏き

１．内外事業環境の分析

WS①事業環境と当社ポジション認識

・社内開⽰情報の分析
・経営層ヒアリング
・関係者ヒアリング
・業界情報分析
（当社提供分、JRI独⾃分）

WS事前準備

・業界パラダイムの描出
（業界の常識、⼀般的な収益モデル）
・収益構造転換機会の検討

WS②

パイロットPJ
で実践・検証

・誰から収益をあげるか
・提供価値と対価⽔準
・商品・サービスの⾒せ⽅

経
営
層
へ
の
報
告

・⾜りない機能、強化すべき機能
・社内外の資源との整合・検証

WS⑤必要機能や体制

収益インパクトの⾯から内外環境を整理します。その後、⽬標とするパフォーマンスに向けた価値提供の
構造のあり⽅と必要機能・体制、展開シナリオを検討します。

出所：⽇本総研作成

標準的なスケジュールでは4カ⽉で7回のワークショップを⾏いリノベーション検討を進めます。その後はご
要請に応じてパイロットプロジェクトの組成と側⾯⽀援を⾏います。

外部マクロ環境
（特に⾃社に

インパクトのある要因）

内部環境・
社内資源

外部資源
（パートナー、取引先など）

業界環境
業界パラダイム

現状のモデルを続けた場合の収益インパクトや
収益改善機会を分析

パフォーマンス

ステークホルダー
/提供価値

バリューチェーン
/エコシステム

必要資源

• 顧客やその他関係者のターゲット像
• 各ステークホルダーに対する事業の提供価値
• 商品・サービスとしての具体像

• 利益源泉の整理
• 商品・サービス提供の体制
• 社内連携構造
• パートナーとの関係

• スキーム
• 資源確保の⽅法

• ⽬指す姿（ありよう、ポジション、外部評価）
• 経済・経営的⽬標（売上規模、利益、雇⽤、集客等）

内外事業環境の分析

☆データ分析＋社内ヒアリング
＋ワークショップ2回前後

仮説（プロトタイプ）をもとにした検討
必要に応じて外部ヒアリングで検証

☆ワークショップ5回前後

収益構造リノベーション設計作業

展開シナリオ

• 重要な「状況」
• 打ち⼿の順番
• 内外への⾒せ⽅

２．新収益モデルの設計

新収益モデル

WS③④収益モデルの基本構造

・⽬指す姿の構成状況と因果関係の整理
・因果関係を実現する打ち⼿順の整理

３．展開シナリオの作成

WS⑥⑦状況と打ち⼿の整理

コンサルティングの概要3

スケジュールイメージ4
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